
事業名 生活介護に通所する重度障害者が在宅就労や豊かな社会生活を目指すためのICT活用した学習支援

事業の趣旨・目的

・肢体不自由特別支援学校卒業後は、生活介護事業所に通所する
ケースが多いが、就労研修を受けたり、学びを継続したりする
ことが困難である。訪問またはリモートでの支援により、ICTを
活用した就労研修や豊かな生活のための学習支援をおこなう

就労に向けたリモート研修（ovice利用）の事例動画
→ https://www.youtube.com/watch?v=N3tBEZR-Dgg

※ オンラインツールのoviceは、「リモートでの学習」や「オンラ
インでの交流の場作り」にも活用しています

主な対象 生活介護の通所者で、豊かな社会生活のためにICT
を活用した学びを継続したい方

令和５年度 地域連携による障害者の生涯学習機会の拡大促進 成果概要

事業実施体制

学習プログラムの内容

(1) 就労に向けた研修
・Windows の操作、ビジネスメール、社会人マナー、実習など

(2) 豊かな社会生活のための学習
・パソコンやタブレットの基本操作
・必要に応じてスイッチなどの支援機器を利用(高度なノウハウ

が必要な場合は、専門業者による訪問サポートを依頼する)
・LINE、Zoom、アプリを使ったゲームや描画、音楽など
※ 学習の内容は、本人や生活介護職員と相談の上、継続しやす

いよう配慮(生活状況や趣味に関連するテーマ選択)する

今年度の取組状況

その他

株式会社CMU Holdings（所在地：東京都豊島区）

主な連携先
東京都教育庁生涯学習課

全国肢体不自由特別支援学校PTA連合会

・生活介護事業所に学習支援員が訪問し、ICTを活用した学習の支援
をおこなう。可能ならばリモートでの学習支援をおこなう。学習
支援員は、保護者の方で適任者を臨時職員として採用した

・就労に向けた研修は、プロパー職員が全てリモートで実施する

(1) 就労に向けた研修
・移動の困難な全国の重度障害者10名に、リモート研修を実施

(2) 豊かな社会生活のための学習
① 生活介護施設に支援員が訪問し、パン屋紹介のSNS発信の学習支援
② 学校または生活介護から帰宅後、リモートでパワポ学習の支援
③ 4ヵ所の生活介護施設で、重症心身障害者などに支援機器業者による

訪問体験会実施。iPadを利用した活動やゲームアプリで楽しむなど支援
(3) オンラインでの交流の場(コミュニティ)作り

・在学中および卒業後、移動が困難で仲間作りが難しい全国の方対象に、
社会参加のきっかけになるようオンラインでの交流の場作りを計画中
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視線入力体験会の様子 リモートでパワポの学習

https://www.youtube.com/watch?v=N3tBEZR-Dgg
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